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はじめに

　数年前、初任１年目の先生から悩み相談のメールをもらいました。
　そのメールには次のようなことが書かれていました。

「初めて連絡させていただきます。
小学校教員の初任者です。大学を卒業して教員になりました。
もう毎日が辛くて、辛くて……。
２年生を担任していますが、クラスが崩壊しています。
まわりに現状を伝え、相談をしています。解決策を考えて動いてくれて
はいますが、私の心が何も追いついていません。
私がなめられているから、私の授業がいけないから、ルールが徹底され
ていないから、私自身がぶれているから……。全部、私が悪いのはわか
ります。でも、どうすればいいのかわかりません。」
　
　クラスが崩壊し、どんな手立てもうまくいかず、立ち往生している初
任の先生の姿が浮かび上がってくるメールです。
　今、こんな状況に陥っている初任の先生は、珍しくありません。頻繁
にある話で、１年目でやめてしまう先生も多くいます。なぜ、こんなこ
とになるのでしょうか。
　
　初任の先生の１年目は、大変です。担任をするとなると、その大変さ
がさらに増していくことになります。４月から分刻みの生活です。自分
が何をしているのかわからなくなるような忙しさに追われます。
　でも、ここでただただ、この状況に流されていくだけでは、メールを
くれた初任の先生のようになってしまいます。
　では一体どうしたらいいのでしょうか。
　その多忙な１年目を何とか乗り切る方法を、この本にしっかり書きま
した。
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　担任をし、学級を動かしていくためには、きちんとした原理・原則が
あります。しかし、それは、ほとんど大学では教えてくれません。この
本でぜひとも身につけてほしいという願いで書きました。

　私は、現役の頃から初任者コーディネーターとして初任者の担当をし
て、さまざまな対応をしてきました。退職してからも３年間、初任者指
導をしました。今も、各地の教育委員会と連携して初任者指導の仕事を
しています。
　
　この長い経験の中から、さまざまな学びを得ました。
　初任の先生が、最初に取り組むことは何か？
　初任の先生は、最初どんな授業をしていけばいいのか？
　初任の先生は、最初何につまずいてしまうのか？
　初任の先生は、どんなことに失敗してしまうのか？

  これらのつまずきや失敗などに対して、その処方箋を書いています。
学期の最初をどう乗り越えていくのかも、その処方箋で明らかにしてい
ます。
  とにかく、初任の１年間を通過できれば、２年目からははるかに楽に
なります。なぜなら、仕事や学級経営の見通しが立つようになるからで
す。つまり、

　とにかく、とにかく、まずは１年目を乗り切っていくこと。初任1年
目の先生を応援しているので、ぜひともがんばってほしいのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

野中　信行

１年目が勝負なのです！
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　私は担任として37年間教師生活を送りました。その結果としてはっ
きり言えるのは、次のことになります。
　

  教師の仕事は忙しいのです。学生の生活とは比べることができないほ
どに分刻みの生活が強いられます。その生活を律していくためには、計
画的、継続的に進めていく必要があります。

3STEP

手帳活用術を身につける

教師の予定は
手帳１冊にすべてまとめる

手帳がなければ、教師の仕事はスムーズに進められない。

時　程 予　定 いつ
行うか

6：00
7：00
8：20
8：30 6
1  音 学年全体の音楽 4
2  家 調理実習 2、11

中休み 1、5
3 9
4

給食 そうじ 昼休み 10
5 卒業式練習 3

2：50
3：30
4：30 7、8

5：00
7：00
8：00
10：00
10：30

今日のスケジュール 2019年3月1日（金）

事　項 完了
1 一覧表提出 ✓
2 職員会議提案をまとめる（とじ込み） ✓
3 卒業式練習　5・6校時 ✓
4 学年音楽　1時間目連絡 ✓
5 ダンスクラブ発表中休み ✓
6 プラゴミについての注意 ✓
7 生活リズム表配付 ✓
8 ㊊習字の時間連絡 ✓
9 重点研（全）段取り ✓
10 ○○への連絡をする ✓
11 歴史人物テストの答え　○○先生へ ✓
12
13
14
〈学校反省〉

○
○
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　それを支えてくれるのは、手帳の存在です。手帳を使いこなさなけれ
ば、担任として過ごしていくことは難しいのです。

　さて、私はどんな手帳を使っていたのでしょうか。左のようなto do
リストをノートに貼り付けて、手作り手帳を使っていました。こうする
ことで予定と仕事が終わっているかどうかが一目でわかります。使い方
は以下のとおりです。

①作成するのは、前日の帰宅する前。
②翌日行う項目をすべて書き上げる。途中で付け加えも出てくる。
③いつ行うかは、右側に欄を設け、番号で書く。
④その日の予定は、教科と内容を書き込む。

  この手帳には、一番最初のページに、その月の予定表が貼られていま
す。そして、この日付が書かれた1枚ずつをまとめています。1、２か
月分ぐらい先までつくっておきます。
　それは、しばしば提出するアンケートなどがあるからです。この提出
を初任者はよく忘れてしまいます。だから、この手帳に、調査する日に
ちと提出締め切りを書いておきます。また、重要な事項も、記入してお
きます。
  手帳は常に、携帯して持ち歩きます。そして気づいたことは、さっと
下のところの「学校反省」にメモします。

・子どもに注意すること
・学年の先生たちに伝えること
・管理職に伝えること …… など

　このように活用しながら、常に手帳とともに生活していました。
　早く手帳術を身につけることは、教師にとって必須のことです。

予定と仕事状況がわかる手作りの手帳

１、２か月先の予定まで先取りしよう！
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　掃除がクラスできちんと行われているかどうかは、学級経営の大きな
ポイントの１つです。「きちんと行われているか」というのは、全員が
15分間（あるいは20分間）に、さぼらずにさっさと終わらせているか
どうかです。そのための手立てが必要になります。
　大切なことは、次のことが決まっているかどうかです。

　まず、どこの場所を掃除するのか。次に、そこを誰が掃除するのか。
そして、何を使って、どのように掃除すればいいかが決まっていること
なのです。

　クラスでの最初の掃除は、「個別方式」で取り組んだほうがいいです。
これは、「どこで、誰が、何をするか」がはっきりするからです。
　個別で掃除することによって、一人ひとりの責任も生まれます。

5STEP

どこで、誰が、何をするか

素早く終わらせる
掃除の方法とは？

どこを、誰が、何をするか。

最初は、「個別方式」がいい！
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　この「個別方式」をいつまで続けるかは、時間内に終わっているかど
うかや、クラスのまとまり具合を基準に、判断すればいいでしょう。

　次に考えられるのは、「班方式」です。クラスがまとまり始めてうま
く軌道に乗ってきたら、この方式に移行するとよいでしょう。
　この「班方式」は、その班の子どもたちのまとまり具合が試されるも
のです。互いに助け合って掃除をしていくことになります。子どもたち
同士の助け合いがテーマになります。
　一方で、デメリットもあります。
　その班の子どもたちに、「誰が、何
をするか」を任せていくわけですか
ら、まとまりがなければ、うまくい
きません。
　担任がいないところでは、さぼる
子どもが出てきたりします。うまく
いかなければ、個別方式に戻すこと
になります。

クラスのまとまり具合で、「班方式」に移行する

①掃除する場所を決定する（教室、廊下、パソコンルーム、黒板、
敷居など）。

②その場所での、掃除の役割分担を確認する（教室のぞうきん、教
室のほうきなど）。

③その場所での人数を特定し、人数を当てはめ、掃除の仕方を確
認する。呼びかけをする班長も決める（「机を運んでください」「床
をはいてください」など）。

④時間内にきちんと終えているかどうか、班長に確認する。

当番ルーレット
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　学校生活は、朝自習から終わりの会までの「時間」によって決められ
ています。この「時間」がスムーズに流れるかどうかが子どもたちにとっ
てとても大切なことです。その間の活動がうまく流れればよいのです。　　
　どんな授業や活動があるのでしょうか。「朝自習」「朝の会」「1時間目」

「2時間目」「休み時間」「3時間目」「4時間目」で午前中が終わります。
授業時間の間に少しの休憩があることでしょう。
　そして、「給食」。午後は、「掃除」「昼休み」「5時間目」「6時間目」「終
わりの会」と進んでいきます。この時間がスムーズに流れるかは、以下
がポイントです。

　①については、時間割を指します。これが、「見える状態」になって
いること。しかも、はっきりと時間帯が書かれて、教室の後ろまで見え
るようになっていること。
　どのクラスでも時間割は掲示されていますが、小さくてよく見えない
ことが多いのです。「給食の時間は何時から何時までですか？」という

11STEP

時間がスムーズに流れるか

学校生活の一日を
「見える化」する

①それぞれの授業や活動の時間帯を子どもたちが把握していること。
②今日の授業はどんな内容なのかが大筋把握できていること。
③活動の中身が、掲示物として貼り出されていること。
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教師からの質問に、すぐに子どもたちが「12時15分から13時までで
す」と答えられる状態をつくっておかなくてはなりません。たとえ答え
られなくても、子どもたちがすぐに掲示された時間割を見て確認する習
慣がなくてはならないのです。
　②については、右のような小黒
板が必要です。必ず朝の会で担任
が「今日の予定」を話すこと。各
教科で「教科係」が準備をするた
めです。
　体育係は用具の準備など、理科
係は理科室の準備など、子どもた
ちができることをやらせなければ
なりません。
　ちなみにこの予定を書いている
のは、掃除の黒板係です。担任に
予定を聞いて書いています。

　③についてはたとえば、日直の仕事もこのように「見える化」し、仕
事が終わったら、裏返すようにするとよいでしょう。

活動の中身を掲示物として貼り出す

時間割

➡


